
さくら公園さくら公園（三郷三丁目）（三郷三丁目）

・新型コロナウイルス対策のため・新型コロナウイルス対策のため

　　　　　　会期を７日間短縮しました　　　　　　会期を７日間短縮しました

・令和２年度施政方針・主な事業・令和２年度施政方針・主な事業

・令和２年度一般会計予算などの審査概要・令和２年度一般会計予算などの審査概要

・論点「放課後児童支援員の資格要件を拡充」・論点「放課後児童支援員の資格要件を拡充」

・市政に対する一般質問・市政に対する一般質問

・３月定例会提出議案とその結果・３月定例会提出議案とその結果

・読者の声・読者の声
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きらりとひかる田園都市みさと

　市議会では、新型コロナウイルス感染症の拡大防止が最優先事項であることから、日々情勢が変化する中、執行
部が市民対応に専念できる環境を整えることを目的として、議会運営委員会を中心に議論を重ねました。
　以下、経過についてご紹介します。

3月13日

3月6日

３月３日

２月25日
定例会等における感染症の拡大防止対応について協議
　☞�議場への入場者のマスク着用の推奨。傍聴者には、マスクの着用と

手指の消毒の励行により、入場自粛は求めないこととした。
　☞毎年５月に予定されている常任委員会の行政視察を延期した。

　執行部が国・県の政策等を受け、対応に追われる状況となったことへ
の協力として、一部の議員及び会派から、一般質問と意見書の取り下げ
があり、日程がさらに１日短縮され17日に閉会することとした。

　近隣市でも感染者がでたことから、不測の事態に備えて今後の議会運
営について確認した。今後の市内の状況によっては一般質問を中止し、
議会をその時点で閉会することとした。� ーーーーーーー※２

　執行部が対策に専念できるよう市議会としてどのような協力ができる
か協議
　☞�市民生活に係わる条例や予算等の市長提出議案の「採決」を最優先

事項とし、委員会報告書作成にかかる日数を短縮し、議案の採決日
を繰り上げた。� ーーーーーーー※１

　一般質問の実施について協議
　☞�一般質問を全員取り下げ、会期を短縮することについても意見が交

わされた。
　☞�現在、市内において感染者がいないことと、一般質問は議員に託さ

れた議会活動のひとつでもあることから、実施すべきか否か見解が
分かれた。

　☞�一般質問の割り振り人数を見直し、日程を短縮し、現時点では実施
することとした。また、今後の情勢を注視しつつ、その都度判断し
ていくこととした。� ーーーーーーー※２

【当初の日程】
月日 曜日 説明

3/2 月 市長の施政方針表明、
議案の上程・説明
中略

3/11 水 常任委員会
3/12 木 （委員長報告書作成）
3/13 金 （委員長報告書作成）
3/16 月 （委員長報告書作成）
3/17 火 議案の討論 ･採決
3/18 水

一般質問
3/19 木
3/23 月
3/24 火

【変更後の日程】
月日 曜日 説明

3/2 月 市長の施政方針表明、
議案の上程・説明
中略

3/11 水 常任委員会
3/12 木 （委員長報告書作成）
3/13 金 議案の討論 ･採決
3/16 月

一般質問
3/17 火

ここまで
従来どおり実施

※１�議案の採決日を
　　�４日前倒し

※２�一般質問の日数
　　�を２日短縮

新型コロナウイルス対策のため会期を７日間短縮しました

コロナ対策における市の動き
２月21日
・�三郷市新型コロナウイルス対策本
部を設置
・�感染予防・蔓延防止の徹底
・�市主催のイベント等の中止（４月
末まで）が決定

２月28日
・�国からの学校の休校要請を受け、
市内小中学校の休校の実施
・�老人福祉センター、児童館等及び
総合体育館・勤労者体育館（トレー
ニングルームのみ）において休館
の実施

３月13日
・�近隣自治体での感染者の発生に伴
い、三郷市におけるさらなる感染
拡大防止策の実施〈卒業・卒園式の
中止、市内公共施設（屋内のみ）を閉
鎖〉
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令
和
２
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

一
丸
と
な
っ
て
、
更
な
る
地
域
活
性
化
、

魅
力
向
上
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

未
来
に
向
け
て
大
き
な
夢
を
抱
く
取
り

組
み
と
し
て
、「
５
つ
の
輪
で
進
め
る　

ふ
る
さ
と
三
郷�

み
ん
な
が
ほ
ほ
え
む
ま

ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

５
つ
の
輪
と
し
て
「
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
」、�「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と

し
た
国
際
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」、「
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
す
こ
や
か

ラ
イ
フ
の
充
実
」、「
拠
点
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
」、「
楽
し
く
学
べ
て
元
気
な

地
域
づ
く
り
」
を
最
重
点
・
重
点
施
策

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
施
策
を
着

実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
常
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
ち
、
市
民
感
覚
と
経
営
感
覚

を
大
切
に
し
な
が
ら
、�
令
和
２
年
度
が

計
画
の
終
期
と
な
り
ま
す
「
第
４
次
三

郷
市
総
合
計
画
」
の
総
仕
上
げ
を
行
う

と
と
も
に
、「
ふ
る
さ
と
三
郷�

み
ん
な

が
ほ
ほ
え
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

※�

３
月
定
例
会
初
日
に
市
長
か
ら
施
政

方
針
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

木津雅晟　市長

令
和
２
年
度　

施
政
方
針

５
つ
の
輪
で
進
め
る 

ふ
る
さ
と
三
郷

み
ん
な
が
ほ
ほ
え
む
ま
ち
づ
く
り

令和２年度　施政方針・主な事業

5つの輪となる
主な事業

安心安全なまちづくり
赤ちゃんから高齢者までの
すこやかライフの充実

東京2020オリンピック・
パラリンピックを契機とした
国際化とスポーツの推進

•�地域の防災・災害対応力醸
成事業
•�災害に強いライフライン・
インフラの整備事業
•�災害に備えた河川改修・排
水対策事業

•�安心して子どもを預けら
れる環境の整備及び子ど
もの居場所づくり事業
•�妊娠期から子育て期にわ
たるサポート事業
•�生活習慣病予防・健康促
進事業

•�グローバル社会に適応で
きる人材の育成事業
•�スポーツ健康都市宣言30
周年を契機としたスポー
ツ推進事業

拠点と
ネットワークづくり

楽しく学べて
元気な地域づくり

•�（仮称）三郷流山橋の早期
整備及びスマートIC整備
事業
•南部地域の拠点整備事業
•�みさと団地エリア多世代
交流複合施設整備事業

•�地域資源を活かした観光・農
業推進事業
•�小中学校の屋内運動場・特別
教室のエアコン整備事業
•�「日本一の読書のまち」推進
事業
•�産業誘導に向けた支援及び
雇用の創出事業

3
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きらりとひかる田園都市みさと

校
生
が
通
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

小
学
校
高
学
年
も
対
象
に
で
き
な

い
か
他
市
の
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
を
始
め
た
い
。

　

す
こ
や
か
み
さ
と
地
域
推
進
事

業
で
は
、「
す
こ
や
か
み
さ
と
（
健

康
増
進
・
食
育
推
進
計
画
）」
は

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
７
年
計
画
で
あ
り
、
そ
の
中

間
が
令
和
２
年
度
に
あ
た
る
。
市

民
と
共
に
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
る
の
で
、
今
ま
で
の
事
業
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
、
今
後
の
事
業
に

つ
な
げ
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
事

業
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
事

業
、
三
郷
中
央
に
お
ど
り
プ
ラ
ザ

運
営
事
業
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

　

保
育
所
等
整
備
推
進
事
業
で

は
、
小
規
模
保
育
事
業
施
設
の
新

設
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
。

定
員
数
と
し
て
小
規
模
保
育
事
業

19
人
以
下
の
施
設
３
施
設
を
想
定

し
て
お
り
、
合
計
57
人
の
利
用
定

員
増
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

他
の
施
設
で
弾
力
的
運
用
に
よ
り

計
60
人
前
後
の
利
用
定
員
増
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
今
年
度
は
３
会
場
で
そ
れ

ぞ
れ
定
員
15
名
の
と
こ
ろ
、
北
部

で
11
名
、
南
部
で
５
名
、
中
央
で

７
名
の
合
計
23
名
の
中
学
生
・
高

　

業
務
改
革
推
進
事
業
は
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
型
の
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
自
動

化
）
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
活

用
し
業
務
改
善
を
図
る
も
の
で
あ

る
。
令
和
２
年
度
は
全
庁
的
に
業

務
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
５
年
間

を
か
け
業
務
改
革
計
画
を
推
進
し

て
い
く
。

　

庁
舎
管
理
事
業
で
は
、
１
階
か

ら
３
階
ま
で
の
庁
舎
内
部
の
壁
な

ど
を
補
強
す
る
耐
震
工
事
を
行

う
。
日
常
業
務
に
支
障
の
な
い
よ

う
工
事
を
進
め
て
い
く
。

　

地
方
創
生
推
進
事
業
（
都
市
型

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
）
は
、

健
康
と
運
動
、
健
康
と
食
事
、
健

康
と
癒
し
な
ど
、
健
康
都
市
ブ
ラ

ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
研
究

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
一

般
社
団
法
人
三
郷
市
観
光
協
会
と

の
連
携
も
考
え
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進

事
業
、
消
火
栓
等
施
設
整
備
事
業

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

�

《
総
務
常
任
委
員
会
》

Ｒ
Ｐ
Ａ
・
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

業
務
改
革
を
推
進

�

《
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
》

子
育
て
の
た
め
の施設

充
実
を ヘルスツーリズムの候補地ヘルスツーリズムの候補地

（江戸川緊急船着場）（江戸川緊急船着場）

市内保育所市内保育所

　３月定例会では、令和２年度の三郷市の
まちづくりの基本となる予算を審議し、可
決しました。
　一般会計予算は、前年度に比べ11億円
（2.2％）の増額となる511億円で、予算規模
として過去最高となり、13年連続で前年度
予算を上回るものとなりました。
　議案を詳しく審査するために開かれた、
各常任委員会（総務・市民福祉・文教経済・
建設水道）での、令和２年度予算に関する
質疑・討論の要旨をお知らせします。

令和２年度
一般会計予算

歳入区分 説　　　明
市 税 市民税、固定資産税など
国 庫 支 出 金 特定の事業に対して国から交付
市 債 市が長期にわたって借りるお金
県 支 出 金 特定の事業に対して県から交付
地方消費税交付金 県の地方消費税収入の中から交付
諸 収 入 学校給食納付金、雑入など
繰 入 金 基金からの繰り入れ
繰 越 金 前年度一般会計からの繰り越し
地 方 交 付 税 財政状況に応じて国から交付
そ の 他 分担金及び負担金、使用料及び手数料など

市税市税
217億6,468万円217億6,468万円
42.6％42.6％

国庫支出金国庫支出金
105億3,523万円105億3,523万円
20.6％20.6％市債市債

41億7,070万円41億7,070万円
8.2％8.2％

県支出金県支出金
39億6,829万円39億6,829万円
7.8％7.8％

地方消費税交付金地方消費税交付金
29億8,000万円29億8,000万円
5.8％5.8％

繰入金繰入金
19億3,000万円19億3,000万円
3.8％3.8％

諸収入諸収入
18億1,131万円18億1,131万円
3.6％3.6％

繰越金繰越金
13億円　2.5％13億円　2.5％

地方交付税地方交付税
9億9,000万円　1.9％9億9,000万円　1.9％

その他その他
16億4,979万円　3.2％16億4,979万円　3.2％

歳　入歳　入
511億円
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地
域
防
災
計
画
改
訂
事
業
で

は
、
防
災
関
係
法
令
や
関
係
指
針

等
の
改
正
内
容
を
反
映
す
る
と
と

も
に
、
国
、
県
等
が
公
表
す
る
最

新
の
上
位
計
画
や
被
害
想
定
等
と

の
整
合
を
図
り
、
最
新
の
防
災
知

見
を
踏
ま
え
、
実
効
性
の
高
い
地

域
防
災
計
画
の
改
訂
を
行
う
。

　

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策

定
支
援
事
業
で
は
、
市
内
中
小
企

業
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
窓
口
相
談

等
に
よ
り
災
害
時
の
備
え
に
つ
い

て
普
及
啓
発
・
策
定
支
援
を
行
う
。

　
「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
」
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
三
郷
市

全
体
を
大
き
な
図
書
館
と
捉
え
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
で
市
内
を
回
り

日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
し

な
が
ら
各
所
に
本
を
届
け
ら
れ
る

仕
組
み
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
討
論
と
し
て
、「
昨
年
か
ら
給

食
費
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
子

育
て
世
帯
の
家
計
を
圧
迫
し
、
多

子
世
帯
ほ
ど
負
担
は
重
く
な
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
負
担
軽

減
に
つ
い
て
実
施
す
べ
き
で
あ
り

反
対
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

橋
り
ょ
う
架
替
事
業
で
は
、
北

部
地
区
で
計
画
さ
れ
て
い
る
区
画

整
理
事
業
に
伴
な
い
、
地
区
東
側

に
接
続
さ
れ
て
い
る
彦
糸
橋
と
北き

た

在ざ
い

家け

橋
の
２
橋
の
架
け
替
え
等
を

検
討
す
る
設
計
業
務
を
委
託
す

る
。

　

土
地
区
画
整
理
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
北
部
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
は
令
和
２
年
度
に
組
合
が

設
立
・
事
業
化
さ
れ
る
。
今
後
、

令和２年度　一般会計・特別会計　予算審査概要

補
助
金
を
交
付
し
、
組
合
に
よ
る

造
成
工
事
や
調
整
池
の
整
備
等
の

工
事
が
進
ん
で
く
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
雨
水
貯
留
浸

透
施
設
の
設
置
促
進
事
業
は
、
普

及
促
進
に
は
不
十
分
な
予
算
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
反
対
」
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

�

《
文
教
経
済
常
任
委
員
会
》

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
防
災
計
画
を
改
訂

�

《
建
設
水
道
常
任
委
員
会
》

北
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
が

組
合
設
立
・
事
業
化
へ

総合防災訓練総合防災訓練

北部地区土地区画整理予定地北部地区土地区画整理予定地

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、各
常
任
委
員
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
可
決
と
の
審
査
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
討
論・
採
決
を
行
っ

た
結
果
、賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

　５つの特別会計予算は、各常任委員会で審査し、
本会議において可決しました。

特別会計予算令和２年度

【特別会計別予算一覧表】
区分別 予算額

国民健康保険 140億7,972万円
介護保険�������������� 98億1,000万円

後期高齢者医療�� 16億2,068万円

上水道事業
収入 31億4,354万円
支出 37億2,369万円

公共下水道事業
収入 52億8,320万円
支出 64億4,709万円

※�上下水道事業は収益的収支と資本的収支の合計額
です。

歳出区分 説　　　明
民生費 子ども、高齢者、障がい者などの福祉事業費など
総務費 防災や防犯、マイナンバーカード交付、市税の課税徴収など
土木費 道路や河川、公園整備など
教育費 学校教育費、「日本一の読書のまち」推進事業など
公債費 市債の返済金
衛生費 ゴミの収集や予防接種など
消防費 消火・救急活動などに使うお金
その他 議会費、商工費、農林水産業費など

歳　出歳　出
511億円

民生費民生費
249億534万円249億534万円
48.8%48.8%

総務費総務費
57億8,983万円57億8,983万円
11.3％11.3％

土木費土木費
55億1,926万円　10.8％55億1,926万円　10.8％

教育費教育費
47億8,273万円　9.4%47億8,273万円　9.4%

公債費公債費
47億1,549万円47億1,549万円
9.2％9.2％

衛生費衛生費
27億6,507万円27億6,507万円
5.4％5.4％

消防費消防費
15億7,855万円15億7,855万円
3.1％3.1％

その他その他
10億4,373万円　2.0％10億4,373万円　2.0％
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きらりとひかる田園都市みさと論点

〈
内
容
〉

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
児
童
受

入
数
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
放
課

後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
を
拡

充
す
る
も
の
で
す
。

▽�

本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

資
格
要
件
を
規
定
し
て
い
る

第
10
条
第
３
項
の
中
で
「
放
課
後

児
童
支
援
員
の
研
修
の
修
了
を
予

定
し
て
い
る
者
」
と
あ
る
が
、
具

体
的
に
は
。

　
　

放
課
後
児
童
支
援
員
は
、
都

道
府
県
知
事
等
が
行
う
研
修
を
修

了
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
任
用

時
点
で
受
講
し
て
い
な
い
が
、
１

年
以
内
に
研
修
の
修
了
を
予
定
し

て
い
る
者
は
、
放
課
後
児
童
支
援

員
と
し
て
勤
務
で
き
る
。

　
　

有
資
格
者
と
し
て
の
扱
い
と

し
た
給
与
に
な
る
。�

問　

要
件
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ

る
今
後
の
方
針
は
。

　
　

補
助
員
の
採
用
を
増
や
し
経

験
年
数
を
重
ね
て
い
き
、
有
資
格

者
の
増
加
を
図
る
。
有
資
格
者
１

人
に
対
し
て
補
助
員
２
人
を
採
用

で
き
れ
ば
、
新
た
に
１
部
屋
分
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　

同
項
第
９
号
中
に
「
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
に
類
似
す
る

事
業
に
従
事
し
た
者
」と
あ
る
が
、

こ
の
類
似
と
は
何
か
。

　
　

放
課
後
子
ど
も
教
室
や
民
間

で
行
っ
て
い
る
学
童
保
育
が
類
似

す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

問　

研
修
修
了
予
定
者
で
あ
る
み

な
し
支
援
員
の
給
与
は
、
正
規
の

支
援
員
と
違
い
が
あ
る
の
か
。

３
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
特
に
市
民
の
方
々
に
関
連
の
深
い
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
特
に
市
民
の
方
々
に
関
連
の
深
い
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
を
拡
充

議
案
第
８
号　
三
郷
市
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例

及
び
三
郷
市
児
童
ク
ラ
ブ
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問

問問

問

論点論点

答

答

答

市内の児童クラブ市内の児童クラブ

３月定例会には、市長から「三３月定例会には、市長から「三
郷市国民健康保険税条例の一郷市国民健康保険税条例の一
部を改正する条例」など17議部を改正する条例」など17議
案が提出され、原案通り可決案が提出され、原案通り可決
しました。しました。

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、常
任
委
員
長
が
委
員
会
の

審
査
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
討
論・採
決
の
結
果
、

全
議
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

「児童クラブで有資格者となる要件」
１．保育士の資格を有する者。
２．�教育職員免許法に規定する免許状を有する
者。

３．�社会福祉士の資格を有する者。
４．�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した
者等であって、２年以上児童福祉事業に従
事したもの。

５．�大学において、社会福祉学、心理学、教育
学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修
する学科又はこれらに相当する課程（以下
「関係課程」という。）を修めて卒業した者。

６．�大学において、関係課程を優秀な成績で単
位を修得したことにより、大学院への入学
が認められた者。

７．�大学院で、関係課程を修めて卒業した者。
８．�外国の大学において、関係課程を修めて卒
業した者。

９．�高等学校卒業者等であり、かつ、２年以上
放課後児童健全育成事業に類似する事業に
従事した者であって、市長が適当と認めた
もの。

10．�５年以上放課後児童健全育成事業に従事し
た者であって、市長が適当と認めたもの。

※従前要件は、１と２のみ。

３月定例会

３/2〜17

答

放
課
後
児
童
支
援
員
と
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
学
童
保
育
施
設
で
働
く
た
め
の

専
門
資
格
で
あ
り
、
子
ど
も
の
状
況
を
把
握
し
て
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
指
導

や
発
達
を
促
進
す
る
ほ
か
、保
護
者
、地
域
社
会
や
学
校
と
の
連
携
を
担
い
ま
す
。
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一般質問

議
員　

先
般「
多
胎
育
児
の
サ
ポ
ー
ト

を
考
え
る
会
」に
よ
り
、双
子
以
上
の
子

ど
も
が
い
る
保
護
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
、そ
こ
に
は

育
児
中
に
つ
ら
い
と
感
じ
た
場
面
と
し

て「
外
出
・
移
動
が
困
難
」が
89
・
１
％
、

「
自
身
の
睡
眠
不
足
や
体
調
不
良
」が

77
・
３
％
等
の
回
答
が
あ
っ
た
。２
人

以
上
の
乳
幼
児
を
抱
え
る
保
護
者
は
、

外
出
も
困
難
な
た
め
孤
立
し
が
ち
で
あ

る
。支
援
の
窓
口
に
行
く
こ
と
も
で
き

な
い
場
合
も
あ
る
。そ
こ
で
、①
国
で
は

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
な
ど
を
始

め
る
が
、本
市
の
取
り
組
み
は
。②
保
育

所
の「
優
先
利
用
に
よ
る
指
数
」な
ど
、

多
胎
児
加
算
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
未
来
部
長　

①
市
で
は
、子
育

て
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
ほ
え
み
に
お

い
て
、支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、妊
娠
中

か
ら
で
も
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、出
産
後
は
早
期
に
乳
児
家
庭

全
戸
訪
問
等
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、健

康
推
進
課
と
連
携
し
、養
育
支
援
訪
問

や
地
区
担
当
保
健
師
等
に
よ
る
継
続
相

談
を
実
施
し
て
い
る
。②
現
在
、入
所
の

際
に
は
加
点
と
な
っ
て
い
な
い
が
、社

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、２日間にわたり９人の議員が活発な
論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する
一般質問

質 問 議 員

鳴海　和美　　佐藤　睦郎　　柳瀬　勝彦　　工藤智加子
稲葉　春男　　渡邉　雅人　　深川　智加　　佐藤　智仁
加藤　英泉

多
胎
児
世
帯
支
援
に
つ
い
て

多
胎
児
世
帯
支
援
に
つ
い
て

議
員

子
ど
も
未
来
部
長

会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
今
後
の
見
直

し
は
必
要
で
あ
り
、近
隣
市
町
の
状
況

を
確
認
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

就
労
支
援
問
題
。

議
員　

三
郷
市
が
ギ
リ
シ
ャ
共
和
国
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
て
か

ら
、様
々
な
交
流
事
業
を
通
し
て
友
好

が
深
め
ら
れ
、２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
基
本
協
定
が

締
結
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。同
国
と

将
来
に
渡
っ
て
友
好
の
絆
を
結
ぶ
こ
と

が
で
き
れ
ば
、子
ど
も
た
ち
の
国
際
的

見
聞
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、大

変
有
意
義
で
あ
る
。そ
こ
で
、三
郷
市
に

お
け
る「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
」と

し
て
、同
国
と
の
友
好
都
市
提
携
を
図

る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

昨
年
の
11
月
に
ギ
リ
シ
ャ
共
和

国
を
訪
問
し
、ギ
リ
シ
ャ
共
和
国
陸
上

競
技
連
盟
と
の
間
で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

事
前
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
基
本
協
定
を

締
結
し
た
。ま
た
、ア
テ
ネ
市
に
隣
接
す

る
ペ
リ
ス
テ
リ
市
の
市
民
と
様
々
な
交

流
を
行
っ
て
い
る
。同
市
は
、日
本
ギ
リ

シ
ャ
協
会
か
ら
紹
介
い
た
だ
い
た
人
口

14
万
人
の
都
市
で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
団

体
な
ど
か
ら
の
三
郷
市
訪
問
の
打
診

や
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
さ

ら
に
深
い
交
流
を
持
ち
た
い
と
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、国
際

友
好
都
市
提
携
に
つ
い
て
前
向
き
に
進

め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

福
祉
問
題
な
ど
。

市
長

そ
の
他
の
質
問

ギ
リ
シ
ャ
共
和
国
と
の

ギ
リ
シ
ャ
共
和
国
と
の

友
好
都
市
提
携
を

友
好
都
市
提
携
を

議
員

そ
の
他
の
質
問

ギリシャとのギリシャとの
事前キャンプ基本協定締結式事前キャンプ基本協定締結式
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きらりとひかる田園都市みさと

新
た
に
個
別
収
集
を
実
施
す
る
場
合
に

は
、委
託
事
業
者
の
人
員
、車
両
の
確
保

な
ど
、実
施
体
制
や
実
施
方
法
に
つ
い
て

の
課
題
が
あ
る
。ま
た
、ゴ
ミ
が
出
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
場
合
、カ
ラ
ス
や
猫
に
よ

る
散
ら
か
し
、集
合
住
宅
の
場
合
の
対
応

等
々
、様
々
な
課
題
が
あ
る
。現
在
、何
ら

か
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
は
、全
体
の
２
割
強
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
が
、今
後
も
見
込
ま
れ
る
少
子
高
齢

化
の
進
展
な
ど
を
踏
ま
え
、関
連
部
署
と

連
携
し
調
査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

国
民
健
康
保
険
な
ど
。

議
員　

今
回
の
よ
う
な
感
染
症
や
ウ
イ

ル
ス
と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
も
の
へ

の
不
安
や
風
評
被
害
に
な
る
よ
う
な
案

件
の
調
査
・
検
証
・
報
告
を
し
っ
か
り
行

い
、保
護
者
や
子
ど
も
の
不
安
な
状
態
を

長
引
か
せ
な
い
た
め
の
対
策
な
ど
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ぜ
ひ
、

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
も
、事
例
調
査
・
研
究
を
し
、学

校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
入
れ
る
べ

き
で
あ
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
、新
た
な

感
染
症
な
ど
で
、子
ど
も
た
ち
の
安
心
、

安
全
が
確
保
で
き
な
い
危
機
が
訪
れ
た

議
員　

高
齢
者
の
単
身
世
帯
は
、平
成
27

年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、５
６
１
０
世

帯
で
、一
般
世
帯
の
10
・
１
％
で
あ
る
が
、

今
後
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。高
齢
化
に
伴
う
心
身
の
機
能
の

低
下
に
よ
り
、日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

し
、ゴ
ミ
出
し
の
作
業
が
で
き
な
く
な
る

か
た
も
い
る
。ま
ず
は
、高
齢
者
の
か
た

の
支
援
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
状
況
に
総
務
省
は
、２
０
１
８

年
度
か
ら
ゴ
ミ
出
し
の
事
業
に
必
要
な

財
源
を
特
別
交
付
税
に
よ
り
措
置
す
る

こ
と
を
決
め
、支
援
制
度
を
導
入
す
る
自

治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。本
市
も
実
施

に
踏
み
出
す
べ
き
で
あ
る
が
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

本
市
で
は
、ゴ
ミ
の
収

集
運
搬
を
委
託
方
式
で
行
っ
て
お
り
、

ゴ
ミ
個
別
収
集
の
実
施
を

ゴ
ミ
個
別
収
集
の
実
施
を

議
員

時
に
は
、学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
対

応
と
し
て
国
の
要
請
な
ど
を
待
た
ず
に

三
郷
市
独
自
に
判
断
し
、各
学
校
へ
指
示

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
思
う
が
、考
え

は
。

学
校
教
育
部
長　

各
学
校
の
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、感
染
症
に
つ
い
て

は
、関
係
諸
機
関
か
ら
の
情
報
を
基
に
医

師
会
と
連
携
し
な
が
ら
感
染
症
の
発
生

段
階
に
応
じ
た
学
校
の
対
応
等
に
つ
い

て
定
め
て
い
る
。今
回
は
、校
長
会
と
連

携
を
密
に
し
、感
染
拡
大
防
止
に
加
え
、

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
を
支
援
で
き
る
体

制
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
他　
　
　
　

不
登
校
問
題
に
つ
い

て
な
ど
。

議
員　

内
閣
府
が
発
表
し
た
昨
年
10
月

か
ら
12
月
期
の
実
質
成
長
率
が
前
期
に

比
べ
１
・
６
％
低
下
、年
率
換
算
す
る
と

６
・
３
％
の
マ
イ
ナ
ス
、国
民
総
生
産
で

は
、年
率
換
算
で
７
・
１
％
減
と
な
る
な

ど
、消
費
税
増
税
後
、家
計
や
経
済
を
直

撃
し
て
い
る
。同
時
に
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
で
深
刻
な
経
済
危
機
に
ひ

ん
し
て
い
る
。そ
う
い
う
中
で
、地
域
経

済
は
ど
う
か
。「
臨
時
・
特
別
の
措
置
」の

状
況
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
状
況
、消

費
税
５
％
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、市
の
見

解
は
。

市
長　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
、社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
と
し
て
、社
会
保

障
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た

め
の
安
定
財
源
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、

国
に
お
い
て
決
定
し
、実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。税
率
の
設
定
は
、国
レ
ベ
ル
で

の
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
考
え
て
お
り
、今
後
に
つ
い
て
も
、国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

産
業
振
興
部
長　

臨
時
特
別
措
置
で
あ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
に
つ
い
て
は
、市
並
び
に
三
郷
市
商
工

会
に
お
い
て
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
経
営

相
談
会
を
行
い
、市
内
事
業
者
へ
の
制
度

周
知
や
経
営
支
援
を
行
っ
て
い
る
。プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ
い
て
は
、１

月
末
時
点
で
の
商
品
券
を
使
用
し
た
割

合（
換
金
割
合
）は
、77
・
４
％
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問　

労
働
問
題
な
ど
。

学
校
教
育
部
長

産
業
振
興
部
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

環
境
安
全
部
長

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
・

学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
・

事
後
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

事
後
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

消
費
税
５
％
へ
の
減
税
を

消
費
税
５
％
へ
の
減
税
を

国
に
要
望
す
べ
き
で
は

国
に
要
望
す
べ
き
で
は

市
長

キャッシュレス・ポイント還元のキャッシュレス・ポイント還元の
ポスターポスター
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ど
の
規
模
で
増
え
続
け
、全
世
帯
数
６
万

４
９
０
０
世
帯
に
対
し
、延
べ
２
万
３
３

０
０
世
帯
、延
べ
３
万
６
６
０
人
へ
の
扶

助
費
が
予
算
化
さ
れ
、歳
出
の
１
割
、51

億
円
と
な
っ
て
い
る
。扶
助
費
も
財
源
は

税
金
で
あ
る
。納
税
率
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

財
務
部
長　

県
内
で
も
納
付
率
が
低
い

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。税
収
入
確
保
の

取
り
組
み
と
し
て
、給
与
所
得
者
に
代

わ
っ
て
給
与
支
払
者
が
市
町
村
に
納
税

す
る
特
別
徴
収
制
度
の
推
進
。ま
た
、納

付
に
便
利
な
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
や
、

モ
バ
イ
ル
レ
ジ
の
導
入
、納
付
呼
び
か
け

セ
ン
タ
ー
な
ど
、納
付
率
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

交
通
問
題
。

一般質問

議
員　

国
は
、公
立
病
院
に
対
す
る
地
方

財
政
措
置
の
見
直
し
を
図
り
、過
疎
地
等

で
経
営
条
件
の
厳
し
い
地
域
に
お
い
て

２
次
救
急
や
災
害
時
等
の
拠
点
と
な
る

中
核
的
な
公
立
病
院
に
対
し
、そ
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
の
地
方
財
政
措
置

を
講
ず
る
と
し
て
い
る
。特
に
周
産
期
医

療
や
小
児
医
療
な
ど
の
分
野
で
拡
充
し

よ
う
と
し
て
い
る
。対
象
要
件
は
、都
道

府
県
の
医
療
計
画
に
お
い
て
行
う
と
し

て
い
る
が
、医
師
の
確
保
、病
床
数
に
つ

い
て
三
郷
市
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

ま
た
、病
床
数
の
少
な
い
病
院
の
リ
ス
ト

化
、病
院
の
統
廃
合
が
各
自
治
体
の
住
民

不
安
を
招
く
こ
と
か
ら
、地
域
の
病
院
の

果
た
す
役
割
と
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と

に
つ
い
て
考
え
は
。

市
長　

県
で
は
、「
団
塊
の
世
代
」が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に
お
け
る
医

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

療
需
要
と
病
床
の
必
要
数
と
目
指
す
べ

き
医
療
提
供
体
制
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
を
柱
に
、「
地
域
医
療
構
想
」を
策
定

し
て
い
る
。ま
た
、全
国
市
長
会
に
お
い

て
も
、「
地
域
医
療
の
確
保
に
関
す
る
提

言
」と
し
て
積
極
的
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
国
へ
提
言
し
て
い
る
。今
後
も
引
き
続

き
、国
や
県
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、埼

玉
県
東
部
地
域
保
健
医
療
・
地
域
医
療
構

想
協
議
会
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問　

交
通
問
題
な
ど
。

議
員　

本
市
に
お
け
る
病
児
・
病
後
児
保

育
の
受
け
入
れ
人
数
は
１
日
あ
た
り
病

児
１
名
、病
後
児
３
名
と
な
っ
て
お
り
需

要
に
十
分
に
応
え
ら
れ
て
い
る
か
懸
念

が
あ
る
。こ
の
点
を
解
消
す
る
た
め「
利

用
を
お
断
り
し
て
い
る
人
数
の
総
計
」、

「
１
日
あ
た
り
最
大
何
名
お
断
り
し
て
い

る
の
か
」等
を
調
査
し
、需
要
に
沿
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。ま
た
本

市
で
は
病
児
・
病
後
児
保
育
を
利
用
す
る

に
あ
た
り
前
日
ま
で
に
市
の
担
当
課
窓

口
へ
事
前
申
込
み
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、こ
う
し
た
方
式
で
は
土
日
の

間
に
体
調
を
崩
し
た
子
ど
も
を
月
曜
日

に
預
か
れ
な
い
と
い
っ
た
不
備
が
あ
る
。

こ
の
点
を
解
消
す
る
た
め
、土
日
受
付
や

当
日
受
付
が
行
え
る
よ
う
環
境
を
整
備

す
る
べ
き
だ
が
、市
の
考
え
は
。

子
ど
も
未
来
部
長　

病
児
・
病
後
児
保
育

事
業
に
お
け
る
利
用
で
き
な
か
っ
た
人

数
の
統
計
は
と
っ
て
い
な
い
が
、受
付
方

法
な
ど
も
含
め
現
状
に
つ
い
て
は
、課
題

も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。需
要
に
沿
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
様
々

な
手
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

福
祉
問
題
な
ど
。

議
員　

平
成
30
年
度
市
税
の
収
入
総
額

が
２
２
２
億
１
１
５
０
万
円
、前
年
比
で

１
０
２
・
０
％
、徴
収
率
96
・
８
％
で
あ
っ

た
。１
０
０
％
徴
収
す
る
と
７
億
３
４
０

０
万
円
の
増
収
と
な
る
。一
方
、個
人
住

民
税（
市
民
税
）の
納
税
率
は
、全
国
平
均

が
96
・
９
％
、埼
玉
県
が
96
・
２
％
、三
郷

市
は
94
・
４
％
で
、埼
玉
県
63
市
町
村
中

59
番
目
で
、税
の
公
平
性
か
ら
し
て
市
民

か
ら
徴
税
に
疑
問
が
持
た
れ
て
い
る
。ち

な
み
に
１
位
の
自
治
体
は
１
０
０
％
で

あ
っ
た
。三
郷
市
の
令
和
２
年
度
一
般
会

計
予
算
は
５
１
１
億
円
で
、そ
の
う
ち
、

生
活
保
護
費
は
近
隣
で
も
例
が
な
い
ほ

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

自
主
財
源
と
な
る

自
主
財
源
と
な
る

市
民
税
の
納
税
率
に
つ
い
て

市
民
税
の
納
税
率
に
つ
い
て

議
員

市
長

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

財
務
部
長

議
員

子
ど
も
未
来
部
長

市役所正面側の懸垂タワーで納税を啓発市役所正面側の懸垂タワーで納税を啓発
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　

個
人
が
市
内
業
者
を
使
っ
て
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
と
き
に
補
助
金
が
出
る

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」は
、県

内
多
く
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
。

制
度
の
経
済
効
果
は
明
ら
か
で
あ
る
う

え
、住
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
り
、意
義

あ
る
施
策
で
あ
る
。ま
た
、中
小
建
設
業

者
は
地
域
の
防
災
な
ど
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
が
、仕
事
が
減
り
、昨
年

の
消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
生
業
は
一
層

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と

か
ら
、地
域
振
興
政
策
が
さ
ら
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。本
市
に
は
関
連
施
策
が
あ
る

が
、耐
震
改
修
と
同
時
に
実
施
し
な
い
リ

フ
ォ
ー
ム
の
み
の
工
事
は
補
助
対
象
外

で
あ
る
。こ
の
要
件
を
緩
和
し
、誰
も
が

使
い
や
す
い
制
度
へ
と
拡
充
す
べ
き
だ

が
、市
長
の
考
え
は
。ま
た
、経
済
波
及
効

果
や
他
自
治
体
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長　

市
内
に
は
依
然
と
し
て
、旧
耐
震

基
準
の
建
築
物
が
数
多
く
存
在
し
て
お

り
、地
震
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊
等
の
被

害
か
ら
市
民
の
身
体
、生
命
及
び
財
産
を

保
護
し
、被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に

も
、建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
は
優
先

す
べ
き
施
策
で
あ
り
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

産
業
振
興
部
長　

現
行
の
制
度
に
お
け

る
、今
年
度
の
補
助
額
65
万
８
千
円
に
対

し
、全
体
の
工
事
請
負
額
が
９
５
５
万
９

千
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、一
定
の

経
済
効
果
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。ま
た
、周
辺
自
治
体
で
は
、八
潮
市
、

吉
川
市
、草
加
市
商
工
会
議
所
が
実
施
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

平
和
問
題
な
ど
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で

市
内
経
済
の
活
性
化
を

市
内
経
済
の
活
性
化
を

議
員

市
長

産
業
振
興
部
長

そ
の
他
の
質
問

議会の詳細は「会議録」で
　三郷市議会ホームページ又は、市役所
内の市政情報コーナー、図書館などで
「会議録」を閲覧することができます。な
お３月定例会の会議録は５月下旬に更
新する予定です。
▶�会議録速報版を公開…閉会から１か
月を目安に、ホームページにてＰＤＦ
形式で公開していますので、ご覧くだ
さい。

URL　�https://ssp.kaigiroku.net/
　　　tenant/misato/SpTop.html

三郷市議会　会議録 検索

○３月定例会では陳情３件を受理しました。

○�21世紀クラブ…２月４日に山口県下関市の「消防団
員の入団促進の取り組み」、５日に福岡県北九州市
の「北九州市立子育てふれあい交流プラザ元気のも
り」、６日に宗像市における「道の駅むなかた」につい
て。

○�21世紀クラブ議員…２月12日に富山県高岡市の「ま
ちなか再構築事業」、13日に舟橋村の「舟橋村立図書
館」について。

○�「政志会」…２月３日に大阪府泉佐野市の「ホストタ
ウンとしての取り組み」、４日に池田市の「共生社会
ホストタウンの取り組み」、５日に大阪市の「イメー
ジハンプを活用した交通安全対策」について。

○�「公明党」…２月５日に福岡県糸島市の「フレイル予
防事業」、６日に大分県中津市の「児童虐待防止対策」
及び「中津市乳幼児教育振興プログラム（あそびのす
すめ）」、７日に大分市の「防災会議と議会ＢＣＰ」に
ついて。

○�「すこやかみさと健康体操」について…１月16日に岩
手県滝沢市議会環境厚生常任委員会。
○�「自主防災組織設立及び活動推進事業」について…１
月29日に鳥取県米子市議会蒼生会。
○�「日本一の読書のまち推進事業」について…２月４日
に山口県光市議会こう志会。
○�「送迎保育ステーション事業」について…２月５日に
大阪府富田林市議会公明党。

○�三郷市議会委員会条例の一部を改正する条例…市の
機構改善に伴い、常任委員会の所管を変更しました。
▷総務常任委員会に「危機管理防災課」を追加。
▷�市民福祉常任委員会の「市民生活部」を「スポーツ健
康部」に変更。
▷�文教経済常任委員会の「環境経済部・産業振興部」を
「市民経済部」に変更。

○�２月25日に「第５次三郷市総合計画基本構想（案）
等」について協議しました。

陳情を受理

視察研修を行いました

他市からの行政視察がありました

議会に関する議案を可決

全員協議会を開催

一般質問・議会あれこれ

みさと市議会だより  第181号みさと市議会だより  第181号
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審議結果と賛否

号 件　　　名 結果 21世紀 政志会 公明党 共産党 市民派

議
　
案

1 三郷市道路線の変更について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○

2 三郷市道路線の認定について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○

3 三郷市職員公務災害等見舞金支給条例の一部を改正する条例 可
決 ○ ○ ○ ○ ○

4 三郷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可
決 ○ ○ ○ ○ ○

5 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例� 可
決 ○ ○ ○ ○ ○

6 三郷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例
可
決 ○ ○ ○ ○ ○

7 三郷市市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例 可
決 ○ ○ ○ ○ ○

8 三郷市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例及び三郷市児童クラブ設置及び管理条例の一部を改正する条例�
可
決 ○ ○ ○ ○ ○

9 令和元年度三郷市一般会計補正予算（第５号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○

10 令和元年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○

11 令和元年度三郷市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○

12 令和２年度三郷市一般会計予算 可
決 ○ ○ ○ × ○

13 令和２年度三郷市国民健康保険特別会計予算 可
決 ○ ○ ○ × ○

14 令和２年度三郷市公共下水道事業特別会計予算 可
決 ○ ○ ○ × ○

15 令和２年度三郷市介護保険特別会計予算 可
決 ○ ○ ○ × ○

16 令和２年度三郷市後期高齢者医療特別会計予算 可
決 ○ ○ ○ × ○

17 令和２年度三郷市上水道事業特別会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
18 三郷市議会委員会条例の一部を改正する条例 可

決 ○ ○ ○ ○ ○

諮
問 1 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適

任 ○ ○ ○ ○ ○

３月定例会の審議結果と賛否をお知らせします
○＝賛成　×＝反対

※このほか報告５件が提出されました。

※議長は採決に加わっていません。

会派名（人数） 所属議員名

21世紀クラブ⑺ 岡庭　明、菊名　裕（議長）、市川　文雄、
加藤　英泉、柳瀬　勝彦、柴田　吾一、渡邉　雅人

政志会⑸ 篠田　進、武居　弘治、佐藤　裕之、佐々木　修、
野村　浩之

公明党⑸ 酒巻　宗一、中野　照夫、鈴木　深太郎、佐藤　睦郎、
鳴海　和美

日本共産党⑷ 稲葉　春男、工藤　智加子、佐藤　智仁、深川　智加

市民派クラブ⑴ 村上　香代子

○人権擁護委員を
適任としました。

　再任　白
しら

石
いし

　匡
まさ

子
こ

　氏
　　　　　　

人事案件

※�人権擁護委員は、法務大臣から
委嘱を受けて、基本的人権が侵
されることのないように地域の
かたを見守り、相談を受けるな
どの活動を行います。
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図書館のWebサイトを活用し
ています

主婦　40代　戸ヶ崎在住

　子どもの頃から本が大好きで、よ
く図書館を利用しています。TV、
新聞、吊革広告などで気になったタ
イトルを見かけては、まずは図書館
のWebサイトで検索することも多
いです。
　数年前から借りた本の中に寄贈ス
タンプを見かけるようになりまし
た。そんな時は、同じジャンルを好
きな人が市内にいらっしゃるんだ
なぁと、嬉しくなります。
　先日、市立図書館で「やみなべと
しょかん」なるものを見ました。自
分では選ばないであろう本を手にす
る機会にもなる面白い企画だったの
で、また見かけたら借りてみたいと
思っています。各図書館で企画され
好評なものは、ほかの図書館でも企
画されるといいな、と思いました。

街の発展
自営業　60代　新和在住

　市内を見渡すと、三郷市では、ま
だまだ調整区域が多いように思いま
す。開発や区画整理が続々と進めら
れ、十数年前に比べるとだいぶ街と
して栄えてきましたが、まだまだ開
発が必要と感じられます。
　せっかく都内からすぐの立地の良
い好条件の自治体であるので、今後
も、より一層に開発や区画整理を進
めていただけると、人口増加や、経
済的成長など、色々な面で潤い、良
い効果が期待できると考えられます。
調整区域を少なくしていき、街がど
んどん栄えていくことを期待してお
ります。
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きらりとひかる田園都市みさと

この議会だよりは地球にやさしい再生紙と植物油インクを使用しています。

議議 会会 をを 傍傍 聴聴 しし まま せせ んん かか
　議会傍聴は、議会活動に触れる最も身近な方法です。
　本会議や委員会では、市民の皆様の生活に直接関わる重要な問題について、活発
な議論が交わされますので、市政への理解を深めていただくためにも、市議会の傍
聴をしてみませんか。

問い合わせ　議会事務局　☎048（930）7768

次回の定例会は６月に開かれます。
　10時から開会となります。

▪️傍聴のルール▪️
⑴��騒ぎ立てたり、拍手をするなど可否を表明したり、迷
惑となるような行為をしないでください。

⑵��みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしないでく
ださい。

⑶��携帯電話・カメラ・録音機等は使用できません。（電源
オフ）

⑷��飲食または喫煙をしないでください。
⑸��その他、議場の秩序を乱し、または会議の妨害となる
ような行為をしないでください。

※�傍聴されるかたは、すべて議長、または係員の指示に
従ってください。

月　日 曜日 会議別
６月１日 月

本会議
６月３日 水
６月４日 木 委員会
６月９日 火

本会議
（一般質問など）

６月10日 水
６月11日 木
６月12日 金

【令和２年６月定例会の予定表】
※�新型コロナウイルス対応のため、
変更される場合があります。


